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目的・背景 男性の前立腺肥大惑における下部尿路閉塞佃∞)は排尿筋過活動(∞)や過活動勝脱 (OAB)
の努定要因のーっと考えられている.B∞がDOや OABを引き起こす機序は、慢性的な勝脱虚血による酸
化ストレスの増加が関与していることが指摘されている.そのため、 DOや OABの予防諜や治療薬の候補
kして抗酸化物質が注目されている.近年、分子状水素 (H2)が抗般化物質として注目を集め、アノレツハ
イマー、心筋梗塞、メタボロックシ~~ロームなど多くの病掻で研究が盛んになっている.抗陸化物質と
しての H2は特徴的な性質を備えている.生理的役割を持つ他の活性酸素種などには反応せず、強力な酸
化作用を持つヒドロキシJレラジカノいやパーオキシナイトライトを選択的に減少させる.細胞膜を容易に通
過し核まで拡散するととができる.現在までに副作用は報告されていない.これらの特徴はとれまでに報
告されている他の抗酸他物質にはない性質である.そこで、本研究ではラットを用いてE∞に伴う勝脱機
能障害の発生においてH2を搭かした水素水の飲用による予防効果を検討した。
方法水素水 (HW: O. 7 mlI)は水素水製造装置を使用して、圧力下 (0.4IP.)で水素ガスを水道水に溶
け込ませるととで作製した.7週齢の雄性5Dラットを通常水(口市}、水素水飼育群に分け飼育し、 1週間
後、通常水群は偽手術を施した5ha畑群と閉塞手術を施した船酔OW群に分け、水素水群は閉塞手術を施し
BOO+叩群とした。手術後4週間まで通常水および水素水飼育を継続し、 4迦聞において、重量化ストレスマ
ーカーとして尿中および勝肱組織中の 8-OHdGと勝脱組織中間Aを測定、勝総量活動のバイオマーカーと
して勝肱組織中の間F測定、覚醒下非拘束勝脱内圧測定、オルガンパスによる腸脱平滑筋の収縮反応性測
定、組織学的検討として閥抗組織のマッy，:/トロクロー ム染色を行った.
結呆跨脱重量はE∞司有群、問。叶冊群ともにSh.m群に比ペ有意に増加しており、 2群聞に有意差はなか
った.BOO+O官群で有意に増加した各酸化ストレスマーカーレベルはBC冶+捌群で有意に減少した。同様に
蹄脱組織中のNGFレベルも有意に減少した，勝脱内圧測定において、 BOO+OW群で特徴的であった排尿間
隔の短縮および}図排尿量の滅少がBOC持削群ではそれぞれ有意に排尿間隔が延長し一回排尿量の増加が
みられた.経鐙電気申!被、カJレパ;:J.-Jレ、 801副KClに対する勝枕平滑筋の収縮反応性は、 BC治+OW群では
5h阻群に陥ベ有意な減少がみられ、 BOO+四群ではそれらの減少が有意に程滅された.
結論 とれらの結果は、水素水が跨脱における酸他ストレスを減少させるととで問。に伴う腸脱機能陣容
を経減させたことを示唆している.したがって、前立腺肥大荏による勝脱機能障害などの男性の下部尿路
症状の予防薬や治療薬として水素水が有用である可能性や酸化ストレスが関連する他の泌尿鐸系の疾患
についても水素水が有用である可龍性も示唆している.


